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極端現象の増加に係る農業水資源、土地資源及び森林の脆弱性の影響評価 

①  気候変動が農業水利用や水資源に与える影響の全国評価マップ 
 
 
 
 
 
 
 

 

 

 

 

 
低平地水稲の洪水被害評価              森林地滑りへの影響評価 

②  水稲被害リスク評価法            ③ リスク増大の花崗岩山地は？ 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

気候変動下における渇水・洪水等の極端現象の影響による農業
水資源・土地資源の脆弱性および農地・森林地域の地すべり等
に対する安心な社会の実現が期待 

研究の目的 

・持続的な森林生態系の利活用や食料生産と農業水利用の技術やシステムを高度化 

・極端現象が農業水資源や地すべりへの影響、脆弱性の変化を高精度に評価 

・1)農業水資源及び土地資源と2)地すべりに関し、影響解析モデルと最新の全球気候

モデル予測を用い、農業水資源、土地資源及び森林の脆弱性の高精度の影響評価 

背 景 
極端現象に関しては、 

・地球温暖化に伴う影響は至る所で発現 

・IPCC特別報告書で、将来の両極端現象(洪水と渇水)の激化は確実視 

・日本の数値実験でも、将来ﾓﾝｽｰﾝｱｼﾞｱ域の両極端現象の増大予想 

全国 336河川流域
で、渇水 2指標、
洪水 1指標で推定 

農地水利用に
与える気候変
動影響評価法 

不確実性の検討（GCM出力 11通りの
シナリオ、RCP2.6､4.5､8.5を利用） 

農業水利用に対する全国影響評価マップ(RCP4.5) 

雨量の年日数､将来
(2081 -2100)と現在
(1980-2000)の差を
評価 
 

豪雨群
の模擬
発生 
↓ 

不確実
性考慮
の想定
被害規
模の統
計的評
価 

・再現期間が 10年程度
超過の降雨イベント
で、大規模・集団的な
斜面崩壊の発生予想 

・海に面した小中起伏山
地でリスクの増大懸念 

・低平水田の内水氾濫発生リスクの上昇 
・計画立案：想定される豪雨による地区内

浸水状況や水稲被害等の事前把握 

主要な研究成果 
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